
２０１０年度 新宿区多文化共生連絡会 第２回全体会 参加者一覧 
 

2010 年 7 月 16 日（金） 
新宿区役所本庁舎６階 第三委員会室 

 
No 所     属 氏名（連絡先） 

1 東京日本語ボランティアネットワーク 梶村 勝利 

2 在日本韓国人連合会 李 承珉 

3 明治大学国際日本学部教授 山脇 啓造 

4 NPO みんなのおうち 小林 普子 

5 プラザ相談員（タイ語） 渡辺ナタニー 

6 NPO 法人在日外国人情報センター 小池 昌 

7 共住懇 山本 重幸 

8 新宿虹の会 尾形 富美子 

9 NPO 多文化共生センター東京 青木 智弘 

10 NPO 法人難民支援協会 石井 宏明 

11 東京中国人センター・プラザ相談員（中国語） 山本 風彬 

12 在日本韓国人連合会 李 孝烈 

13 大久保いぶき町会 植木康次郎 

14 新大久保商店街振興組合 諏訪 信雄 

15 (財)新宿未来創造財団 主幹 藤巻 功太郎 

16 (財)新宿未来創造財団  畑山 好信 

17 新宿区 文化観光国際課長 山田 秀之 

18 新宿区 多文化共生担当副参事 月橋 達夫 

19 新宿区 しんじゅく多文化共生プラザ所長 宮端 啓介 

20 新宿区 文化観光国際課係長 磯野 義裕 

21 新宿区 文化観光国際課主査 小滝 靖 

22 新宿区 文化観光国際課主事 青江 和 

23 新宿区 文化観光国際課 柏木 弘道 
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新宿区多文化共生連絡会 会議要旨 
 

日 時 ： 平成２２年７月１６日（金） １８時から２０時 

会 場 ： 新宿区役所本庁舎６階 第三委員会室 

参加者 ： ２７名 

 

 

～開会～ 

区：本日はお忙しいなか、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。会議を始

めさせていただく前に皆さんにご連絡がございます。前回決定いたしました、連絡会の

会長であるＡさんが体調を崩され、本日欠席との連絡をいただいております。そのため

会則第７条に従い、副会長のＢさんに議事の進行をお願いしたい、と思います。よろし

くお願いいたします。 

 

Ｂ：よろしくお願いいたします。ただ今から多文化共生連絡会全体会を開催いたします。

まず始めに今回初めてこの会議に参加された方がいらっしゃいましたら、団体名とお名

前、活動内容について簡単に自己紹介をお願いします。 

 

 

～参加者自己紹介～ 

 【初めて参加された方の自己紹介・活動紹介】 

 

 

～前回の確認について～ 

Ｂ：まず前回の全体会の内容とその確認について区の方からご説明をお願いいたします。 

 

区：前回の全体会の報告事項を確認の意味をこめまして、簡単にご説明させていただきま

す。まず、前回皆さまにご討議をいただきました会則につきまして、今回正式なかたち

で「新宿区多文化共生連絡会会則」を作成いたしましたので、配布させていただきます。 

第１条ではこれまで会の名称を「ネットワーク連絡会」と称していましたが、本年度

から「新宿区多文化共生連絡会」という名称にさせていただきました。それから第６条

で役員を置くということを決めさせていただきまして、会長を○○町会のＡさまに、副
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会長をＢさま、Ｃさまにお願いすることになりました。次に第９条でこの連絡会の進行・

調整のために○○大学のＤ先生にファシリテーターとして参加していただくことに決ま

りました。第１０条では、会議を大きく分けまして全体会と分科会を行う、ということ

を規定いたしました。それから会議の招集に関しましては、会長が招集すると規定させ

ていただきました。以上が、会則についての簡単な説明になります。 

分科会についてですが、皆さまのお手元に分科会の希望調査1結果の資料を配布させて

いただきました。今回の希望調査に際しましては、重複での希望も可能ということにさ

せていただきました。その結果が配布しました資料となっております。プラザの在り方

検討が単独・重複を含め一番希望が多い結果となっています。本日これから具体的にど

ういったかたちの分科会を立ち上げていくのか、ということと、どなたがどの分科会に

所属するのか、ということについて話し合いをさせていただきたいと思います。 

まず５つの分科会についてですが、時間的制約もございますので、５つのテーマを同

時並行で行うことは皆さんの負担も相当大きくなると思います。そこで、①多文化共生

プラザの在り方検討について、と②多文化共生プラザ周年行事実行委員会の２つについ

ては、共にプラザに関することになると思いますので、これを１つの分科会として検討

してはどうか、ということを事務局としてご提案させていただきます。また、③外国に

ルーツをもつ子どもの学習支援や、④災害時の外国人支援ネットワークについても、⑤

地域住民と外国人の交流のなかで検討していくということは可能でしょうか。この点に

つきましてもご提案させていただきます。 

 

 

～分科会の検討について～ 

Ｂ：本日は分科会のグループ分けと分科会におけるリーダーの決定、各テーマに沿った話

し合いにつきまして、検討したいと思います。この検討につきましては、ファシリテー

ターのＤ先生に進行をお願いいたします。 

 

Ｄ：分科会については前回皆さんからいろいろな意見がでました。先ほど事務局からも提

案がありましたが、①プラザの在り方検討について、と②プラザ周年行事委員会の２つ

については、共にプラザに関することなので１つの分科会として纏めて考えたいと思う

のですが、この点につきまして皆さんいかがでしょうか。あともう一つ、残りの３つの

分科会（③外国にルーツをもつ子どもの学習支援、④災害時の外国人支援ネットワーク、

⑤地域住民と外国人の交流）についてですが、考え方として３つそれぞれ独立させて行

                                                   
1 分科会については５つの項目が提案された。①多文化共生プラザの在り方について、②多文化

共生プラザ周年行事実行委員会、③外国にルーツをもつ子どもの学習支援について、④災害時の

外国人支援ネットワークについて、⑤地域住民と外国人の交流について。 
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うことも可能ですが、一方であまり分科会の数が多いと会議も当然増えてきて皆さんの

負担も大きくなると思うのですが、この点につきましても皆さんいかがでしょうか。 

 

～意見交換～ 

Ｅ：私は④防災時の外国人支援ということでエントリーをしたのですが、エントリーをす

る段階において、⑤地域住民と外国人の交流というものと切り離すことができないので

はないか、と考えています。結局地域住民との交流があってこそ、防災のネットワーク

が活きてくると思いますので、④防災時の外国人支援については⑤地域住民と外国人の

交流と一緒に１つの分科会にしたほうがいいのではないか、と思います。 

 

Ｆ：私は③学習支援になるのですが、子どもたちは当然住民という目線で考えていかない

といけないと思いますので、先ほどのご意見にもありましたように⑤地域住民との交流

と合わせて一つの分科会にしたほうがいいのではないか、と思います。 

  あと、少し話しが前に戻ってしまうのですが、昨年度までのネットワーク会議ではも

う少し参加人数が多かったように思えます。この会議になった途端にどうして参加人数

が減ったのか、ということに疑問を感じます。以前のようにたくさんの参加者が出席し

ているのであれば、もっといろんな方の意見が聞けるのではないか、と思います。出席

者の半数が行政の方、というのはこの会議を進行していくうえでどうなのか、と思うと

ころもあるのですが、この点について行政の方はどのように考えているか、ということ

をお聞かせいただければと思います。 

 

Ｄ：大事なご指摘だと思いますので、後ほど検討させていただきます。 

 

Ｇ：⑤地域住民と外国人との交流というテーマについては、息の長いテーマになると思い

ます。④災害時の外国人支援ネットワークについては、緊急課題になると思いますので、

分科会の一つとして実施してはどうか、と考えます。 

 

Ｃ：提案された５つの分科会のうち、③外国にルーツをもつ子どもの学習支援について、

④災害時の外国人支援ネットワークについて、⑤地域住民と外国人の交流について、の

３つは一つの分科会としてまとめたほうがいいのではないか、と思います。 

 

Ｈ：外国にルーツをもつ子どもの学習支援についてですが、具体的に外国にルーツをもつ、

とはどのような意味ですか。 

 

Ｆ：来日した子どもたちを含めてなんですが、日本語が不充分で学校の授業についていく
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ことができない子どもたちをいいます。そのような子どもたちに日本語を含めた学習支

援をしていく、ということです。 

 

Ｉ：参加者数からみて、５つの分科会を実施するということは困難なだと思います。分科

会の数をもう少し限定したほうがいいと思います。 

 

＝結論（分科会の設置について）＝ 

分科会の設置については、各参加者からさまざまな意見が提案された。そのなかで、

現在の参加者数で５つの分科会を設置するということは、一人一人の負担があまりにも

大きすぎるのではないか、という意見が多くだされたため、本年度については、①プラ

ザの在り方検討について、②外国人の学習支援について、③災害時の外国人支援につい

て、の３つの分科会を設置することに決定した（プラザ周年行事実行委員会については

廃止、地域住民と外国人との交流については設置された３つの分科会それぞれに含めて

実施していく、ということに決定）。 

 

～各分科会のメンバー確定について～ 

【各分科会に分かれて討議（具体的検討課題の提案、意見交換）】 

  各分科会における討議内容については、別紙（資料①②）参照。 

 

～各分科会からの報告～ 

【分科会①：「プラザの在り方検討について」】 

Ｂ：まずリーダーについては、私Ｂが、サブリーダーをＣさんにお願いすることになりま

した。第１回の打ち合わせの会を７月２７日（火）１３時３０分からプラザで行いたい

と思います。 

 

【分科会②：「外国にルーツをもつ子どもの学習支援について」】 

Ｊ：リーダーを私Ｊが担当することになりました。本日の議論として、新宿区では外国に

ルーツをもつ子どもの居場所が少ない、ということについて話し合いをしました。子ど

もたちの居場所作りについて、具体的には大久保あたりにそういった場所を構えること

ができないか、という話しになりました。次回ではより具体的な話し合いをもちたい、

と思います。皆さんの希望では平日の午前中がいいとのことでしたので、８月３１日の

１０時からプラザで行いたいと思います。 

 

【分科会③「災害時の外国人支援について」】 
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Ｇ：まずリーダーですが、私Ｇが担当させていただきます。最初に新宿区内の外国人支援

体系について話し合いを行いました。今後は支援のシステムつくりに取り組んでいきた

いと思います。次回は８月中に一度開催したいと思っています。 

 

Ｄ：ありがとうございました。今後は各分科会がそれぞれ集まり、話し合いを進めていた

だきまして、９月下旬に予定されています全体会で検討された議題等を発表していただ

きたいと思います。 

  最後に参加人数が少ないということで、呼びかけを行うということについて行政の方

からご意見をいただきたい、と思います。 

 

区：本日配布させていただきました希望調査結果の資料にも記載されておりますが、重複

希望の方も含めまして、分科会への参加希望をだされている方は全部で１９名いらっし

ゃいます。また本日欠席された方のなかに、どの分科会に所属するかまだ回答をいただ

けていない方もいらっしゃいますので、その方も含めますと全部で２５名ほどになりま

す。 

   

Ｄ：ありがとうございました。他に何かご発言のある方がいらっしゃいましたら、お願い

します。 

 

Ｋ：他の分科会に参加させていただく、ということは可能でしょうか。 

 

Ｄ：はい。今それぞれの分科会の日程をお聞きになったと思いますので、適宜ご参加して

いただければ、と思います。他に何かありますでしょうか。 

 

Ｄ：では本日はここまでにしたい、と思います。 

 

Ｂ：みなさん、遅くまでご苦労さまでした。分科会を設けるということで非常に活発な議

論ができたと思います。最後に事務局のほうから何か連絡等ありますでしょうか。 

 

区：次回の全体会を９月の末に計画させていただきます。また新宿区のほうから皆様にご

連絡させていただきます。 

 

Ｂ：それでは本日の全体会はこれで終了とさせていただきます。皆様、ご苦労さまでした。 

 

 

以上 
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